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 要 旨   

目的： 

飲酒パターンと空腹時血糖異常(IFG)・糖尿病(DM)との関連を調べる。 

方法： 

韓国の国民健康・栄養調査 2010～2014 年のデータを用い、糖尿病の診断を受けていない

30歳以上を対象とした。ハイリスク飲酒は 1回の飲酒で男性では 7杯以上、女性では 5杯

以上とした。交絡因子の調整後、多項ロジスティック回帰分析により飲酒パターンと IFG・

DMとの関連を評価した。 

結果： 

男性では、ハイリスク飲酒は IFG・DM のオッズ比上昇と関連していた。ハイリスク飲酒

者でない群と比較した場合、IFGを有するオッズ比はハイリスク飲酒 2-4回/月で 1.51 (95%

信頼区間[CI] 1.13-2.04)、2-3回/週で 1.79 (95%CI 1.38-2.33)、4回/週以上で 2.24 (95%CI 

1.65-3.03)、DMのオッズ比はハイリスク飲酒 2-4回/月で 2.12 (95%CI 1.20-3.77)、2-3回/

週で 1.78 (95%CI 1.05-3.03)、4回/週以上で 2.98 (95%CI 1.72-5.17)であった。女性では、

ハイリスク飲酒は IFGのリスク上昇と関連しており、IFGのオッズ比はハイリスク飲酒 2-4

回/月で 1.51 (95% CI1.04-2.21)、2-3回/週で 3.19 (95%CI 2.20-4.64)、4回/週以上で 2.23 

(95%CI 1.23-4.06)であったが、DMに関しては月 1回以下飲酒の非ハイリスク飲酒者と比

べてオッズの上昇は見られなかった（すなわち関連はなかった）。非ハイリスク飲酒者間の

検討では、男性では週 4回以上飲酒者が月 1回以下飲酒者と比較してオッズが高かったが、

女性では逆にオッズは低かった。 

結論： 

ハイリスク飲酒は定期的でなくても、非ハイリスク飲酒者と比べて男女ともに IFG の可能

性が高く、男性では DMの可能性が高かった。男性では、ほぼ連日の飲酒は DM のリスク

上昇と関連していたが、女性では DMのリスク低下と関連していた。 

 


